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第
２
回
定
例
会
の
概
要

小
金
井
市
初
の
名
誉
市
民
に

小
金
井
市
初
の
名
誉
市
民
に

ごみ処理施設「二枚橋」１か所答申を受けて全員協議会

▲宮崎駿さん　映画「千と千尋の神隠し」のモデルとなった
江戸東京たてもの園内の子宝湯

平
成　

年
第
２
回

２０
定
例
会
日
誌

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
６
月
５
日
に
開

２０

会
し
、
６
月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
の
概
要
は
次
の
と
お

２７

り
で
す
。

【
６
月
】

５
日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び

採
決
並
び
に
陳
情
等
採

決
）

９
日　

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１０
　

日　
１１
　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

１２

員
提
出
議
案
の
審
議
及
び

採
決
、
請
願
・
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１６
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１７
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１８
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１９
　

日　

駅
周
辺
整
備
調
査
特
別
委

２０

員
会

　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委

２３

員
会

　

日　

ご
み
処
理
施
設
建
設
等
調

２４

査
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議（
陳
情
の
訂
正
等
）

２５
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

２７

件
の
採
決
、
議
案
審
議
及

び
採
決
、
議
員
提
出
議
案

の
審
議
及
び
採
決
）

 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 
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平
成　

年
第
１
回
臨
時
会

２０

【
５
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び

２３

採
決
）

!!!!!

全全全全全全全全全全員員員員員員員員員員協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会全員協議会

５
月
９
日
及
び　

日
２２

▼
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
事
業
計

画
変
更
に
つ
い
て

７
月
２
日

▼
小
金
井
市
新
焼
却
施
設
建
設
場
所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て

星
野
哲
郎
さ
ん

星
野
哲
郎
さ
ん

宮
崎

駿
さ
ん

宮
崎　

駿
さ
ん

▲星野哲郎さん　「三百六十五歩のマーチ」から生まれた
歩く姿のしあわせ地蔵

　

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
に
千　

万
千

４９５

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を　

億
８
千　

万
千
円
と
す
る
も
の
で

３６９

５９５

す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
都
が
実
施
主
体
と
し
て
進
め
る
低
所
得
者
の

安
定
し
た
生
活
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
区
域
内
に
あ

る
再
開
発
課
事
務
所
移
転
に
伴
う
経
費
、
新
焼
却
施
設
建
設
場
所
の
候

補
地
周
辺
か
ら
新
た
に
２
人
の
委
員
を
市
民
検
討
委
員
会
に
追
加
し
た

こ
と
な
ど
に
伴
う
経
費
な
ど
で
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
に　

万
３
千

４７１

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を　

億
９
千　

万
４
千
円
と
す
る
も
の

３６９

６６

で
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
学
校
事
故
に
係
る
賠
償
責
任
保
険
金
と
新
焼

却
施
設
建
設
場
所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
審
議

を
重
ね
る
た
め
に
開
催
回
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
伴
う
経
費

な
ど
で
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
３
回
）

　

平
成　

年　

月
に
小
金
井
市
名
誉
市

１９

１２

民
条
例
が
制
定
さ
れ
、「
三
百
六
十
五

歩
の
マ
ー
チ
」
な
ど
現
在
ま
で
に
４
千

を
超
え
る
作
品
を
創
作
し
た
作
詞
家
の

星
野
哲
郎
さ
ん
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」、「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
な
ど

数
々
の
作
品
を
制
作
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督
の
宮
崎
駿
さ
ん

の
２
氏
を
本
市
初
の
名
誉
市
民
に
選
定
す
る
と
い
う
市
長
か
ら
の
提
案

を
受
け
、
今
定
例
会
で
同
意
し
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
両
氏
に
は
、　

月
５
日
の
市
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
で
、

１０

５０

名
誉
市
民
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。

名
誉
市
民
の
選
定

に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
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審
議
し
た
主
な
議
案

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算
（
第
２
回
）
は
、
６
月
５
日
の

本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。
歳

入
歳
出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
千

　

万
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

４９５予
算
の
総
額
を　

億
８
千　

万
千

３６９

５９５

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
生
活
安

定
応
援
事
業
に
要
す
る
経
費
、
市

街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要
す
る

経
費
、
新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に

要
す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

生
活
安
定
応
援
事
業
に
要
す
る

経
費
は
、
低
所
得
者
の
安
定
し
た

生
活
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

２２

で
の
３
年
間
、
東
京
都
が
実
施
主

体
と
し
て
進
め
る
生
活
安
定
化
総

合
対
策
事
業
の
相
談
窓
口
を
本
市

に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
窓
口
で

は
、
生
活
安
定
・
正
規
雇
用
に
向

け
た
取
組
と
し
て
必
要
と
認
め
る

方
に
対
し
て
、
生
活
資
金
、
就
職

等
一
時
金
の
貸
付
申
請
の
受
付
を

行
い
、
勤
労
意
欲
が
あ
り
能
力
開

発
の
意
向
が
あ
る
方
に
対
し
て
、

都
の
就
業
支
援
窓
口
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
低
所
得

家
庭
に
対
し
て
は
、
学
習
塾
等
受

講
料
や
大
学
受
験
料
の
貸
付
金
の

受
付
を
行
う
な
ど
、
そ
の
他
関
係

施
策
等
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

市
街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要

す
る
経
費
は
、
本
町
暫
定
庁
舎
の

土
地
に
公
共
駐
車
場
を
建
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
再
開
発
課
事
務
所

を
借
り
上
げ
移
転
さ
せ
る
も
の
で

す
。

　

新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
新
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
場
所
を
検
討
す
る

た
め
の
市
民
検
討
委
員
会
委
員
２

名
が
増
員
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、
そ
の
報
償
費
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
の
南
口
再
開
発

は
、
第
一
地
区
は
問
題
点
の
多
い

内
容
で
あ
る
。
第
二
地
区
は
市
庁

舎
建
設
を
め
ぐ
る
無
駄
遣
い
と
無

計
画
を
許
す
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
内
容
で
あ
る
。
北
口
に
つ
い
て

都
市
再
生
機
構
は
市
の
議
決
前
に

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
小
金
井
市
か

ら
受
注
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

た
か
の
よ
う
な
事
態
が
発
覚
し
た
。

市
は
土
木
事
業
偏
重
の
大
型
開
発

を
や
め
、
住
民
が
主
人
公
で
、
市

民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
環
境
保
全

を
第
一
に
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

南
口
再
開
発
に
伴
う
公
共
駐
車

場
設
置
に
向
け
て
再
開
発
事
業
事

務
所
の
移
転
費
と
し
て
家
賃
９
か

月
分
と
諸
費
用
と
し
て
約　

万
円

３００

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
移
転
事
務

所
が
開
発
事
業
現
場
か
ら
遠
い
、

近
い
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
答
弁

で
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
使
っ

て
３
層
４
段
、
自
走
式
の
駐
車
場

建
設
と
い
う
詳
細
な
計
画
が
示
さ

れ
、
さ
ら
に
広
範
囲
で
の
移
転
先

選
択
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
時
期
に
借
り
上
げ
移
転
す
る
こ

と
は
適
正
な
判
断
で
あ
る
。

 　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算
（
第
３
回
）
は
、
６
月　

日
の

２７

本
会
議
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
学
校
事

故
に
係
る
賠
償
責
任
保
険
金
及
び

新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に
要
す
る

経
費
な
ど
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
３
回
）

 　

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　
２１

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成　

年
度
以

２１

降
の
各
年
度
分
の
個
人
市
民
税
に

つ
い
て
、

１　

地
方
公
共
団
体
へ
５
千
円
を

超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
と
き
、
総

所
得
金
額
の　

％
ま
で
の
寄
附
金

３０

を
控
除
の
対
象
に
し
て
、
一
定
の

限
度
額
ま
で
税
額
を
控
除
（
控
除

方
式
は
控
除
額
を
直
接
税
額
か
ら

控
除
す
る
税
額
控
除
方
式
を
適
用
）

２　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２７
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

こ
の
条
例
で
来
年　

月
よ
り
住

１０

民
税
が
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
厳
し
い

批
判
を
浴
び
た
政
府
は
、
天
引
き

の
強
制
を
改
善
し
た
。
今
回
の
条

例
は
そ
の
よ
う
な
時
勢
に
逆
行
し

て
い
る
。
年
金
生
活
者
の
手
取
り

が
減
れ
ば
、
急
な
生
活
の
や
り
く

り
が
不
可
能
に
な
る
。
ま
た
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨
は
良
い
が
、

政
府
が
３
大
都
市
圏
と
地
方
の
財

政
格
差
を
生
ん
だ
責
任
を
取
ら
ず
、

そ
の
穴
埋
め
を
寄
附
に
頼
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

 　

任
期
満
了
に
伴
い
、
監
査
委
員

と
し
て
、重
永
邦
敏
氏
を
選
任（
再

任
）
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

各
地
に
お
い
て
暴
力
団
員
に
よ

る
不
法
行
為
等
が
多
数
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
及
び
多

摩
各
市
で
は
、
公
営
住
宅
か
ら
暴

力
団
員
を
排
除
す
る
た
め
の
条
例

改
正
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
い
て
も
、

安
全
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
両
条
例

２７
と
も
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

２０

公共駐車場の建設が予定されている本町暫定庁舎

小金井市議会議員の税等の納付状況
（平成２０年５月２２日現在の納付状況を掲載しています。）

森
戸　

洋
子

水
上　

洋
志

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

和
田　

茂
雄

鈴
木　

洋
子

五
十
嵐
京
子

篠
原
ひ
ろ
し

野
見
山
修
吉

青
木
ひ
か
る

斎
藤　

康
夫

小
川　

和
彦

紀　

由
紀
子

宮
下　
　

誠

伊
藤　

隆
文

中
根　

三
枝

漢
人　

明
子

小
山　

美
香

渡
辺　

大
三

宮
崎　

晴
光

村
山　

秀
貴

遠
藤
百
合
子

高
木　

真
人

露
口　

哲
治

議　員　名

項目・年度等

○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年分

所 得 税
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年分
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年分
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年分
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

個人市民税・
都 民 税

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年度
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

健 康
保険税（料）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年度
○－○○○○○○○○○○－－－－○○○－－－○○１６年度

年 金
保 険 料

○○○○○－○○○○○○○○－－○○○○○○○○１７年度
○○○○○－○－○○○○○○－－○○○－○○○○１８年度
○○○○－－○－○○○－○○－－○○○－○○○○１９年度

※１　納付状況は、議員である期間を公開しています。
　２　表示例は、○ 当該年分又は年度に納付すべき額がすべて納付されている場合
　　　　　　　　　 （個人市民税・都民税の項目は、非課税を含む。）
　　　　　　　　△ 当該年分又は年度に納付すべき額の一部が納付されている場合
　　　　　　　　× 当該年分又は年度に納付すべき額がまったく納付されていない場合
　　　　　　　　－ 納付状況公開の該当期間に議員でなかったか、もしくは、年金保険料は
　　　　　　　　　 ６０歳の誕生日となったことにより納付義務がない場合

厚
生
文
教
委
員
会
の

視
察
先
と
テ
ー
マ

８
月　

日　
１８

岐
阜
県
多
治
見
市

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て

８
月　

日　
１９

静
岡
県
富
士
市

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

高

齢

者

住

宅

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市

営

住

宅

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席　－欠席（忌引のため）
付　
　

託　
　

先

議 案 の 審 議 結 果 会派名（人数）　 　　※議長は除く
民
主
党
市
民 
!

改

革

連

合 
!

小
金
井
民
主
党 
!

日
本
共
産
党 
!

公　
 
明 　

党 
!

み
ど
り
の
風 
!

自

由

民

主 
!

議会として異議のな
い旨の意見を提出○○○○○○○即人権擁護委員候補者の推薦について

第

２

回

定

例

会

原案可決○○○×３
－１○×○予平成２０年度小金井市一般会計補正予算（第２回）

同意○○○△○×○即監査委員の選任に関し同意を求めることについて

原案可決○○○×３
－１○×○総小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○３
－１○○○厚小金井市奨学資金支給条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○３
－１○×○建小金井市高齢者住宅条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○３
－１○×○建小金井市市営住宅条例の一部を改正する条例

同意○○○△○○４
×１○即名誉市民の選定に関し同意を求めることについて

同意○○○○○○４
×１○即名誉市民の選定に関し同意を求めることについて

原案可決○○○○３
－１○○○即平成２０年度小金井市一般会計補正予算（第３回）

承認○○○△○○○即専決処分の報告及び承認について（小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

第

１

回

臨

時

会

承認○○○×○×○即専決処分の報告及び承認について（小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

原案可決○○○○○○○即平成２０年度小金井市一般会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○即平成２０年度小金井市老人保健医療特別会計補正予算（第１回）

可決○○○○○○○即小金井市立東小学校校舎耐震補強工事請負契約について

可決○○○○○○○即小金井市立南小学校校舎耐震補強工事請負契約について

可決○○○○○○○即小金井市立小金井第一中学校校舎耐震補強工事（その２）請負契約について

可決○○○○○○○即小金井市立東中学校校舎耐震補強工事請負契約について

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

は
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が

い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、

様
々
な
不
安
や
悩
み
を
聞
い
て
情

報
提
供
や
助
言
を
行
い
、
支
援
が

必
要
な
家
庭
へ
の
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業
で
す
。

先
駆
け
て
平
成　

年
に
千
代
田
区

１７

や
神
戸
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
未

然
防
止
、
産
後
う
つ
病
な
ど
の
発

見
、
育
児
に
関
す
る
不
安
解
消
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
実
施
し

な
い
か
。
!
新
生
児
訪
問
の
現
状

は
ど
う
か
。
!
訪
問
の
効
果
は
ど

う
か
。
!
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
」
と
し
て
全
戸
訪
問
を
実

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　
　

歳
以
上
の
人
の
約
３
割
は
難

６５
聴
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
の
難
聴
は
徐
々
に
進
行
す
る

た
め
本
人
で
も
気
付
き
に
く
く
、

放
置
す
る
と
社
会
参
加
の
機
会
が

減
少
し
、
ひ
き
こ
も
り
・
認
知
症

な
ど
を
経
て
、
要
介
護
へ
と
進
む

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
。

　

!
介
護
予
防
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
聴
力
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
先
進
市
の
取
組
を
参
考
に
、

体
制
を
整
備
し
、
聴
力
低
下
の
早

期
発
見
・
治
療
を
目
指
さ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

紹
介
さ
れ
た

取
組
は
と
て
も
参
考
に
な
る
。
是

非
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

!
難
聴
を
放
置
せ
ず
、
早
期
に

補
聴
器
を
装
着
す
る
こ
と
が
重
要

高
齢
者
の
難
聴

高
齢
者
の
難
聴

早
期
に
発
見
・
治
療
を

早
期
に
発
見
・
治
療
を

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」をを

実
施
し
な
い
か

実
施
し
な
い
か

だ
。
し
か
し
、
補
聴
器
が
合
わ
な

い
と
の
声
を
よ
く
聞
く
。
補
聴
器

は
医
療
機
器
で
あ
り
、
専
門
医
の

診
断
と
購
入
後
の
調
整
作
業
が
非

常
に
大
切
だ
。
補
聴
器
の
ア
ド
バ

イ
ス
体
制
を
構
築
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

と
て
も
大
切

な
話
だ
と
思
う
。
医
師
会
の
先
生

方
と
相
談
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

重
視
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
の
考
え

方
を
紹
介
。
市
の
基
本
構
想
に
、

こ
の
観
点
を
加
え
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
。

施
し
な
い
か
。
!
訪
問
後
の
対
応

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
平
成　

年
１９

出
生
数　

人
の
内　

人
の
訪
問
。

８０８

３１６

!
効
果
が
あ
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

!
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
!

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は
育
児
支

援
等
に
結
び
付
け
た
い
。

■
他
に
◎
小
金
井
市
の
食
育
推
進

に
つ
い
て
、
!
「
小
金
井
市
食
育

推
進
計
画
」
の
市
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
!
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
等
の
質
問
を
行
っ
た
。

（自 由 民 主）自由民主クラブ
（みどりの風）みどりの風
（公　 明　 党）小金井市議会公明党
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（小金井民主党）小金井市議会民主党
（改 革 連 合）改革連合
（民主党市民）民主党こがねい市民会議

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （３ページ～６ページ）
９・１０・１１・１２日

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

!
昨
年
よ
り
こ
が
ね
い
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
情
報
の
共
有
化
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
私
も
第
四
小
学
校

区
内
の
通
学
路
で
登
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
続
け
、　

年
に
な
り
ま

１２

し
た
。
!
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
の
更

な
る
協
力
体
制
を
図
る
に
は
。
!

ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
を
全
市
に

広
げ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

!
小
金
井
市
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
い
た
協
議
会
を
発
足
し
協
力
体

制
を
強
化
す
る
。
!
前
記
協
議
会

に
報
告
し
て
い
き
た
い
。

　

!
消
費
者
行
政
の
充
実
を
求
め

て
!
消
費
者
相
談
を
周
知
し
、
被

害
を
少
な
く
す
る
に
は
。
!
消
費

者
庁
（
仮
称
）
構
想
に
連
動
し
た

地
域
の
絆
を
再
生
し

地
域
の
絆
を
再
生
し

更
な
る
安
全
を
目
指
し
て

更
な
る
安
全
を
目
指
し
て

体
制
づ
く
り
を
。

　

経
済
課
長　

!
消
費
者
ス
ク
ー

ル
な
ど
の
啓
発
活
動
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
第
二
庁
舎
の
１
階
消
費

者
コ
ー
ナ
ー
設
置
、
市
報
、
市
政

だ
よ
り
、
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
な
ど
の
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
!
国
や
東
京
都
と
連

携
し
た
体
制
を
今
後
研
究
す
る
。

　

!
貫
井
南
町
貫
井
大
橋
か
ら
西

の
野
川
側
道
、
特
に
暗
か
っ
た
西

之
橋
か
ら
鞍
尾
根
橋
の
北
側
に
街

路
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
南
側

へ
の
設
置
は
い
か
に
。

　

都
市
整
備
部
長　

設
置
を
す
る
。
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援
の
貢
献
を
さ
れ
た
場
合
、
ポ
イ

ン
ト
に
換
算
で
、
自
分
の
介
護
保

険
料
に
充
て
る
制
度
を
検
討
さ
れ

た
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
介
護
従
事

者
の
待
遇
改
善
を
見
据
え
た
適
正

な
介
護
報
酬
を
設
定
す
べ
く
国
に

働
き
か
け
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ

て
都
に
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ

は
第
４
期
の
報
酬
改
定
に
向
け
て

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と

思
っ
て
い
る
。
!
介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
も
ご
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
検
討
し
て
い
る
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

介
護
保
険
制
度
の
課
題
・
対
策

に
つ
い
て
問
う
。
都
福
祉
保
健
局

の
調
査
で
は
、　

年
度
決
算
で
都

０６

内　

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

３３２
内
、　

施
設
が
赤
字
と
い
う
。
市

１６５

内
の
特
養
ホ
ー
ム
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
一
様
に
厳
し
い
経
営
状

況
に
直
面
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

介
護
事
業
の
拠
点
で
あ
る
特
養
で

の
介
護
労
働
が
ハ
ー
ド
な
割
に
、

制
度
上
、
報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
実
情
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
!
介
護
拠
点
で
あ

る
特
養
の
存
続
と
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
向
上
が
図
れ
る
よ
う
行
動
す

べ
き
だ
。
!
稲
城
市
で
導
入
さ
れ

た
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
、
す

な
わ
ち
元
気
な
高
齢
者
が
介
護
支

る
、
東
京
都
の
が
ん
患
者
に
よ
る

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て
広
報
し
な
い
か
。

　

健
康
課
長　

!
他
市
の
目
標
設

定
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
!
都
と
相
談
し
、
質
問
の

趣
旨
を
活
か
し
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
武
蔵
野
市

の
事
例
は
十
分
参
考
に
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
考
え
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
命
の
大
切

さ
や
が
ん
の
予
防
な
ど
を
学
ぶ
授

業
と
し
て
、
校
長
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

東
京
都
で
は
、
今
年
３
月
、
が

ん
対
策
基
本
法
に
沿
っ
た
「
東
京

都
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
が
ん
検
診
の
受
診
率　

％
５０

を
め
ざ
す
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
。
!
５
年
後
を
目
標
年

度
と
す
る
受
診
率
向
上
の
年
次
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

!
武
蔵
野
市
で
は
肺
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
を
特
定
検
診
と
同

時
に
行
う
方
針
だ
が
、
小
金
井
市

も
こ
の
よ
う
な
方
針
を
取
っ
て
受

診
率
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

!
健
康
的
な
生
活
習
慣
や
、
が
ん

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
の
た
め
に
、
学
校
教
育
の
中

で
が
ん
体
験
者
に
よ
る
「
い
の
ち

の
授
業
」
を
行
わ
な
い
か
。
!
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
で
行
わ
れ
て
い

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

小
金
井
市
消
防
団
は
伝
統
が
あ

り
、
少
数
精
鋭
の
実
践
派
で
、
非

常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
全
国
的
な
団
員
数
減

少
傾
向
は
我
が
ま
ち
で
も
同
じ
で
、

４
月
改
選
期
で
は
、
過
去
に
例
を

見
な
い
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
団
員
の
募
集
に
関
し

て
は
、
町
会
役
員
さ
ん
が
中
心
と

な
り
候
補
者
を
探
し
て
い
ま
す
が
、

時
代
の
変
遷
に
よ
り
、
農
業
や
事

業
を
営
む
青
年
が
減
少
し
て
お
り
、

従
前
の
体
制
を
維
持
す
る
の
が
困

難
な
状
況
で
す
。
２
年
に
一
度
の

改
選
と
は
言
え
、
町
会
の
負
担
は

か
な
り
重
く
、
傍
目
か
ら
見
て
も

気
の
毒
な
思
い
が
し
ま
す
。
他
自

治
体
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
女

性
団
員
も
一
定
数
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
急

激
な
シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
場
合
の
エ

ピ
ペ
ン
注
射
を
教
師
で
も
打
て
る

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
を

行
っ
て
い
る
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

各
学
校
と
も

連
携
を
と
り
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

!
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の

啓
発
事
業
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
助
成

を
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

先
進
市
を
研
究
し
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

■
他
に
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
を

提
案
。

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

!
!
不
審
者
情
報
が
出
た
場
合
、

学
校
は
万
全
な
対
応
を
し
て
い
る

か
。
警
察
や
保
護
者
と
も
連
携
を

密
に
し
て
、
更
な
る
子
ど
も
た
ち

の
安
全
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。
!

通
学
路
の
再
点
検
。
樹
木
が
生
い

茂
っ
て
い
て
低
学
年
の
児
童
な
ど

は
見
え
な
い
所
も
あ
る
の
で
通
学

路
の
再
点
検
を
し
、
危
険
な
所
は

改
善
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

更
な
る
安
全

策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　

!
学
校
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童

の
対
応
に
つ
い
て
、
文
科
省
は
昨

年
４
月
に
「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
学
校
の
取
組
を
求
め
て
い

る
が
、
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
か
。

命
を
守
る
た
め
に

命
を
守
る
た
め
に
!!

小
金
井
市
の
が
ん
対
策
を
問
う

小
金
井
市
の
が
ん
対
策
を
問
う

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

向
上
の
た
め
に

向
上
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
心
・・
安
全
を
守
る
た
め
に

安
全
を
守
る
た
め
に

小
金
井
市
消
防
団
員
の

小
金
井
市
消
防
団
員
の

募
集
に
つ
い
て

募
集
に
つ
い
て

い
。
!
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
有
効
な

手
段
な
の
で
検
討
し
た
い
。

　

!
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
!
他
市
で
も
行
っ
て
い
る
高
齢

者
世
帯
等
へ
の
購
入
費
補
助
を
し

な
い
か
。
!
取
付
作
業
の
補
助
等

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
は
。
!
取
付
詐
欺
（
悪
徳

商
法
）
の
対
策
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
前
向
き
な

研
究
を
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
。

!
市
で
補
助
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
場
合
は
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

!
訪
問
販
売
の
悪
徳
業

者
対
策
な
ど
十
分
に
配
慮
し
た
い
。

村
山
秀
貴
（
小
金
井
民
主
党
）

　

!
消
防
団
員
募
集
状
況
の
向
上

の
た
め
に
!
女
性
団
員
に
対
す
る

市
の
見
解
は
。
!
全
国
各
地
で
団

員
へ
の
様
々
な
優
遇
措
置
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
小
金
井
で
も
自
動

車
学
校
と
協
定
を
結
び
運
転
免
許

費
用
の
減
額
や
、
公
共
施
設
料
金

の
割
引
等
を
検
討
し
な
い
か
。
!

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
活
動
紹

介
や
団
員
の
所
属
事
業
所
等
の
バ

ナ
ー
広
告
を
行
わ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

!
団
員
に
つ
い
て

は
性
別
を
問
う
も
の
で
は
な
い
が

少
数
精
鋭
の
小
金
井
の
場
合
、
現

行
の
技
術
、
体
力
を
維
持
し
た
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
重
要
だ
。

消
防
団
運
営
審
議
会
に
提
案
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
。
!
先
進

市
の
状
況
を
把
握
し
て
検
討
し
た

消
防
活
動
に
か
か
わ
る

消
防
活
動
に
か
か
わ
る

行
政
に
つ
い
て
問
う

行
政
に
つ
い
て
問
う

消防団出初式

行
動
や
他
人
に
対
し
て
無
条
件
の

信
頼
、
自
己
へ
の
謙
虚
さ
こ
そ
義

務
や
権
利
以
上
に
子
ど
も
に
と
っ

て
大
き
な
規
範
と
な
る
も
の
だ
と

考
え
る
。
し
か
し
子
ど
も
は
未
成

熟
な
存
在
で
子
ど
も
が
主
体
と
自

覚
し
過
ぎ
た
場
合
は
か
え
っ
て
わ

が
ま
ま
な
子
ど
も
に
育
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
議
論
は
当
然
と
考
え

る
。
今
回
の
答
申
案
を
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
、
本
音
を
問
う
。

　

市
長　

子
ど
も
の
権
利
は
守
る

べ
き
だ
が
、
育
つ
過
程
で
年
齢
や

社
会
環
境
に
応
じ
た
役
割
を
果
た

す
と
い
う
責
任
も
子
供
に
は
あ
る
。

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

!
駅
周
辺
や
幹
線
道
路
沿
い
は

明
る
く
安
全
だ
が
前
原
坂
下
地
域

や
中
町
一
、
四
丁
目
、
貫
井
南
町

な
ど
は
街
路
灯
が
少
な
く
照
度
ア

ッ
プ
も
遅
れ
て
い
る
。
!
従
来
の

　

Ｗ
と　

Ｗ
を
比
較
検
討
し
て
今

２０

３２

後
の
改
善
を
求
め
る
。
!
駅
か
ら

遠
隔
に
あ
る
地
域
こ
そ
優
先
的
に

照
度
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

!　

Ｗ
ま
で

４０

は
同
一
電
気
料
金
、
設
置
費
用
は

約
２
・
５
倍
、
寿
命
は
約
１
・
６

倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。
!
指
摘
の

地
域
全
体
の
照
度
ア
ッ
プ
は
難
し

く
個
々
の
指
摘
に
対
応
し
て
い
く
。

　

!
す
で
に
答
申
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
の
権
利
条
例
案
に
対
し
て
私

は
、
子
は
親
の
行
動
を
見
て
育
つ

も
の
で
親
の
正
義
感
に
あ
ふ
れ
た

街
路
灯
と
子
ど
も
の

街
路
灯
と
子
ど
も
の

権
利
条
例
案

権
利
条
例
案
に
つ
い
て
問
う

に
つ
い
て
問
う

小
金
井
市
は
大
学
生
の
割
合
が
都

内
一
と
言
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
少
数
精
鋭
の
消
防
団
で

は
あ
り
ま
す
が
、
２
年
後
の
改
選

に
向
け
、
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て
再
協
議
す
る
時
期
だ
と
私
は

考
え
ま
す
が
、
市
の
ご
見
解
は
。

　

市
長　

世
に
組
織
離
れ
の
風
潮

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
や

風
水
害
に
対
し
、
市
民
の
安
全
、

安
心
の
た
め
に
も
消
防
団
の
充
実

は
必
要
で
あ
り
ま
す
。
消
防
団
運

営
審
議
会
に
諮
問
す
る
な
ど
し
て
、

２
年
後
に
は
、
欠
員
の
出
な
い
募

集
体
制
を
確
立
し
た
い
。

屋根に太陽電池パネルが設置された「パルタウン城西の杜」

照度アップ！３２Wの明るい街路灯
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宮
崎
晴
光
（
小
金
井
民
主
党
）

　

五
日
市
街
道
の
迂
回
路
と
し
て

慢
性
的
に
混
雑
し
て
い
る
北
大
通

り
は
、
昭
和　

年
に
完
成
さ
れ
た

４５

都
市
計
画
道
路
で
、
改
め
て
こ
れ

を
拡
幅
す
る
の
は
困
難
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
東
大
通
り
・
緑
中
央
通

り
・
小
金
井
街
道
の
交
差
点
で
の

混
雑
を
解
消
す
べ
き
だ
。
!
何
故

　

メ
ー
ト
ル
と
い
う
低
規
格
の
ま

１２

ま
な
の
か
。
!
交
差
点
付
近
の
空

地
を
買
収
し
て
右
折
レ
ー
ン
を
整

備
し
な
い
か
。
!
右
折
レ
ー
ン
整

備
に
当
た
っ
て
都
の
補
助
金
を
有

効
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
昔
の
規
格

で
作
ら
れ
た
道
路
で
、
地
区
幹
線

道
路
の
た
め
大
型
車
の
混
入
率
を

少
な
く
見
て
い
た
。
!
買
収
に
よ

る
拡
幅
は
最
後
の
手
段
で
、
そ
の

前
に
本
町
二
丁
目
交
差
点
は
、
小

金
井
街
道
拡
幅
の
隅
切
り
に
よ
り

３
台
分
程
の
待
機
レ
ー
ン
が
出
来

る
。
緑
中
央
通
り
と
の
交
差
点
は
、

同
道
路
の
拡
幅
の
中
で
植
栽
帯
を

切
り
つ
め
て　

メ
ー
ト
ル
程
度
の

２０

右
折
レ
ー
ン
が
出
来
る
。
三
小
前

交
差
点
は
東
大
通
り
拡
幅
に
伴
い

同
様
な
右
折
レ
ー
ン
が
取
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
交
通
管
理
者

と
協
議
し
時
差
式
信
号
機
設
置
等

で
対
応
し
た
い
。
!
東
京
都
か
ら

「
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
」
で

２
分
の
１
の
補
助
金
が
出
る
の
で

そ
れ
を
活
用
し
整
備
し
た
い
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
!
い
つ
で
も
認
知
症
検
査
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
。
!
柏
市
の

よ
う
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自

己
検
診
で
き
な
い
か
。
!
若
年
性

認
知
症
の
啓
発
と
調
査
員
の
研
修

を
。
!
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

が
、
多
摩
地
区
で
最
も
遅
れ
て
い

る
が
、
対
応
策
は
。

　

介
護
福
祉
課
長　

!
専
門
医
名

簿
を
作
成
し
て
知
ら
せ
て
い
る
が

医
師
会
と
連
携
し
、
今
後
も
充
実

さ
せ
た
い
。
!
今
後
研
究
し
た
い
。

!
必
要
が
あ
れ
ば
市
主
催
の
研
修

の
テ
ー
マ
と
す
る
。
!
７
月
に　
５０

名
規
模
の
養
成
講
座
を
予
定
し
て

い
る
。

　

!
!
前
回
の
リ
ー
ス
庁
舎
更
新

通
告
時
に
示
さ
れ
て
い
た
庁
舎
建

設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
責
任
担
当

が
、
い
つ
の
間
に
か
消
滅
し
、
今

回
の
更
新
に
は
な
い
。
な
ぜ
か
。

　

副
市
長　

当
初
の
市
庁
舎
担
当

が
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
担
当
に

解
消
さ
れ
、
現
在
消
え
た
ま
ま
だ
。

　

市
長　

第
１
地
区
の
見
通
し
が

立
っ
た
段
階
で
出
て
く
る
。

　

!
今
の
答
弁
だ
と
、
駅
前
庁
舎

は
体
制
も
計
画
も
あ
い
ま
い
で
リ

ー
ス
庁
舎
を
長
引
か
せ
る
だ
け
だ
。

ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
に
作
る
体
制
と
計

画
を
組
む
べ
き
で
あ
る
。

■
他
に
、
障
害
者
の
権
利
条
約
の

職
員
研
修
と
障
害
者
差
別
禁
止
条

例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

層
の
増
額
分
を
補
助
す
べ
き
だ
。

!
特
定
健
診
は　

歳
ま
で
、　

歳

７４

７５

以
上
は
人
間
ド
ッ
ク
等
の
補
助
を

充
実
し
て
早
期
発
見
・
治
療
で
医

療
費
の
抑
制
を
は
か
る
べ
き
だ
。

　

市
民
部
長　

!
与
党
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
天
引
き
見
直
し
を

合
意
し
た
が
、
現
段
階
で
の
答
弁
。

法
的
に
は
普
通
徴
収
に
変
更
困
難
。

実
務
上
は
改
善
策
の
確
定
を
待
つ
。

!
減
額
に
な
ら
な
い
低
所
得
層
は

２
千　

人
で
合
計　

万
円
、
中
間

７００

１８９

所
得
層
は　

人
で　

万
円
。
市
の

１３０

３２

対
処
で
な
く
制
度
で
見
直
す
必
要
。

!
人
間
ド
ッ
ク
補
助
は
継
続
す
る
。

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

長
寿
医
療
制
度
は
昭
和　

年
以

３６

来
の
〈
国
民
皆
保
険
制
度
〉
崩
壊

を
防
ぐ
た
め
の
新
制
度
で
す
。　
４８

年
に　

歳
以
上
の
医
療
費
負
担
を

７０

ゼ
ロ
円
に
し
た
が
、
弊
害
が
出
て
、

　

年
に
老
人
保
健
制
度
を
創
設
。

５８し
か
し
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
増

加
を
少
子
時
代
の
現
役
世
代
が
無

制
限
に
負
担
し
て
い
る
現
状
の
改

善
策
な
の
で
す
。

　

参
院
で
多
数
の
野
党
は
廃
止
を

議
決
し
改
善
策
は
出
し
ま
せ
ん
。

二
年
後
に
は
見
直
す
制
度
で
、
そ

の
間
は
改
善
対
応
策
が
必
要
で
す
。

!
年
金
か
ら
天
引
き
は
自
民
党
が

天
引
き
し
な
い
低
所
得
層
を
拡
大

し
て
い
る
の
で
中
止
す
べ
き
だ
。

!
小
金
井
市
が
先
進
的
に
国
保
よ

り
増
額
に
な
っ
た
低
・
中
間
所
得

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
の
が
広

域
支
援
を
受
け
る
原
則
で
あ
る
。

今
後
広
域
支
援
の
形
態
は
変
わ
る

と
思
う
。
非
焼
却
は
現
実
に
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
や
っ
て
い
き
た

い
。
!
専
門
家
を
交
え
て
大
勢
の

方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
め

て
い
き
た
い
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!

　

年
３
月
に
完
成
す
る
と
聞
い
て

２１い
る
。
４
月
以
降
、
実
際
の
施
設

稼
動
を
注
目
し
た
い
。

■
こ
の
他
に
「
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
に
関
し
て
、
耐
震
改
修
の
必

要
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
市
民
）

　

可
燃
ご
み
処
理
計
画
は
、　

年
２８

度
ま
で
の
短
期
、　

年
度
以
降
の

２９

中
期
、
小
金
井
市
内
稼
動
終
了
後

の
長
期
、
に
分
け
、
総
合
的
に
計

画
す
べ
き
で
あ
る
。
!
柳
泉
園
組

合
・
西
多
摩
衛
生
組
合
の
意
向
に

よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
広

２２

域
支
援
で
は
処
理
し
き
れ
な
く
な

る
。
非
焼
却
に
よ
り
市
内
で
処
理

す
る
方
法
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
!　

年
度
以
降
の
中
期

２８

計
画
の
処
理
方
法
は
焼
却
方
式
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な

ど
に
よ
り
広
く
技
術
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。
!
白
老
町
で
は
実
験

の
結
果
に
よ
り
非
焼
却
の
「
加
水

分
解
」
に
よ
る
施
設
を
建
設
中
で

あ
る
。
見
解
を
求
め
る
。

　

市
長　

!
国
分
寺
市
と
結
ん
だ

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

!
!
５
月
に
財
務
省
が
示
し
た

介
護
保
険
給
付
費
の
抑
制
方
針
に

対
す
る
見
解
を
う
か
が
う
。
!
軽

度
の
人
へ
の
、
介
護
保
険
外
で
の

生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
実
施

を
。
!
生
活
援
助
事
業
の
変
更
は

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
実
態
か
ら
も
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
強
調

し
て
い
る
施
策
の
重
要
性
か
ら
も

逸
脱
し
て
い
る
。
制
度
を
昨
年　
１１

月
６
日
以
前
の
状
態
に
戻
す
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
財
政
を
抑

え
る
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
、

削
減
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
先
に

あ
る
。
東
京
都
や
国
等
へ
意
見
を

申
し
上
げ
る
こ
と
は
当
然
。
必
要

に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
て
い
き
た

い
。
!
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

お
願
い
を
し
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

介
護
福
祉
課
長　

!
必
要
な
方

に
は
介
護
予
防
の
訪
問
介
護
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
を
使
っ
て
い
く
こ
と

も
で
き
る
。

　

!
教
育
振
興
費
は
こ
の
数
年
間
、

横
ば
い
の
予
算
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
少
な
く
と
も
、
義
務
教
育
に

直
接
関
係
す
る
教
材
費
、
副
教
材

費
、
学
用
品
費
な
ど
の
保
護
者
負

担
は
軽
減
す
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

予
算
の
増
額

は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
。
研

究
し
て
い
き
た
い
。

心の相談にも対策を

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

近
年
う
つ
病
に
悩
む
人
が
増
え

て
お
り
、
自
殺
や
痛
ま
し
い
事
件

に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
厚
労
省
の
報
告
書
に
よ
っ

て
も
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

非
常
に
重
要
と
あ
る
。
さ
ら
に
対

策
と
し
て
、
住
民
が
う
つ
病
を
理

解
す
る
こ
と
。
本
人
が
早
く
気
づ

く
こ
と
。
周
囲
の
人
が
気
づ
く
こ

と
。
相
談
場
所
が
身
近
に
あ
る
こ

と
の
４
点
を
挙
げ
て
い
る
。
!
こ

う
し
た
こ
と
を
意
識
し
、
各
部
署

で
の
相
談
を
充
実
せ
よ
。
!
心
の

相
談
室
を
設
け
よ
。
!
保
健
所
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関

と
協
力
し
対
策
委
員
会
を
作
り
、

協
力
し
て
実
態
調
査
や
啓
発
活
動

な
ど
を
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
相
談
窓
口

を
充
実
す
る
に
は
医
療
の
充
実
も

欠
か
せ
な
い
が
、
市
内
に
診
療
内

科
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
医
療
体
制

の
充
実
を
求
め
て
い
き
た
い
。
質

問
は
参
考
に
し
た
い
。
!
昨
年
の

７
月
か
ら
東
京
都
と
一
緒
に
自
殺

対
策
協
議
会
を
作
っ
て
い
る
。
市

内
で
は
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

　

広
報
秘
書
課
長　

!
市
民
相
談

で
対
応
し
て
い
る
。
必
要
な
相
談

窓
口
へ
の
紹
介
や
誘
導
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
他
に
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
の

到
達
点
と
第
２
次
計
画
に
つ
い
て

の
課
題
を
質
問
し
ま
し
た
。

右折車で混雑する北大通り

煙突解体後の二枚橋焼却場

北
大
通
り
交
通
渋
滞
を

北
大
通
り
交
通
渋
滞
を

早
期
解
消
す
る
た
め
に

早
期
解
消
す
る
た
め
に

歳
以
上
の
新
長
寿
医
療
制
度
の

　

歳
以
上
の
新
長
寿
医
療
制
度
の

７５７５問
題
点
を
問
う

問
題
点
を
問
う

「「
心
の
相
談
室
」
を

心
の
相
談
室
」
を

開
設
し
な
い
か

開
設
し
な
い
か

若
年
性
を
含
む
認
知
症
の

若
年
性
を
含
む
認
知
症
の

予
防
は
重
要

予
防
は
重
要

利
用
者
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た

利
用
者
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た

介
護
保
険
制
度
に

介
護
保
険
制
度
に

平
成

年
度
ま
で
、

平
成　

年
度
ま
で
、

２８２８
年
度
以
降
の
ご
み
処
理

　

年
度
以
降
の
ご
み
処
理

２９２９
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処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は
地

方
自
治
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
。
二
枚
橋
焼
却
場

用
地
も
、
負
担
の
公
平
性
、
調
布

飛
行
場
と
の
関
係
で　

ｍ
の
煙
突

６０

し
か
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
、
調
布

市
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
候
補
地
に
な
っ
た
場
合
、

大
き
な
困
難
を
か
か
え
る
こ
と
に

な
る
。
都
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

公
園
用
地
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

今

後
小
金
井
市
が
計
画
を
つ
く
れ
ば
、

東
京
都
の
協
力
が
願
え
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
、
建
設
に
邁
進
す
る
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

!
地
球
温
暖
化
防
止
は
ま
っ
た

な
し
の
緊
急
課
題
で
あ
る
。
!
開

発
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
転
換
し
、

環
境
配
慮
型
の
ま
ち
づ
く
り
へ
切

り
換
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
抑
制

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
!
地
球
温

暖
化
防
止
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

!
小
金
井
市
の
環
境
配
慮
指
針
や

基
準
を
見
直
さ
な
い
か
。

　

市
長　

!
現
在
市
が
進
め
て
い

る
の
は
基
本
的
な
基
盤
整
備
で
あ

り
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　

環
境
部
長　

!
地
域
推
進
計
画

を
第
一
に
考
え
て
お
り
、
条
例
制

定
は
考
え
て
い
な
い
。
!
見
直
し

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　

!
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
は
、
庁
舎
建

設
基
金
を
活
用
し
て
お
り
、
ご
み

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け

小
金
井
市
の
対
策
を
問
う

小
金
井
市
の
対
策
を
問
う

実
行
計
画
の
中
で
定
め
、
環
境
行

動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
、
毎

月
の
環
境
行
動
を
各
課
各
施
設
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
依
頼
済
み
だ
。

!
裏
面
に
は
市
民
用
、
事
業
者
用

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
つ
け
活
用

で
き
る
よ
う
な
作
り
の
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
示
し
た
冊
子
、
小

金
井
市
環
境
行
動
指
針
を
環
境
講

座
や
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
環
境
施
設

見
学
会
時
参
加
者
に
配
っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
今
年
度
、

環
境
教
育
推
進
委
員
会
を
設
置
し

た
。
大
学
の
環
境
教
育
機
関
と
も

連
携
を
取
り
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

福
田
首
相
が
議
長
を
務
め
る
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
７
月
７

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
主
要
テ
ー

マ
が
地
球
温
暖
化
防
止
で
あ
る
。

現
在
世
界
各
地
で
顕
在
化
し
て
い

る
問
題
対
策
に
は
地
球
環
境
の
保

全
、
回
復
が
絶
対
必
要
条
件
だ
。

持
続
す
る
低
炭
素
社
会
へ
移
行
す

る
た
め
に
は
行
政
主
導
で
市
民
、

企
業
、
団
体
へ
の
働
き
か
け
と
市

の
率
先
垂
範
が
欠
か
せ
な
い
。
!

市
役
所
で
と
ら
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
策
は
。
!
市
民
へ
の
働
き
か

け
は
ど
う
し
て
い
る
か
。
環
境
カ

レ
ン
ダ
ー
は
作
れ
な
い
か
。
!
小

中
学
校
、
環
境
教
育
の
実
際
は
。

　

環
境
政
策
課
長　

!
電
気
や
自

動
車
の
燃
料
、
紙
、
廃
棄
物
等
削

減
す
る
こ
と
を
地
球
温
暖
化
対
策

環
境
行
政
の
充
実
を
願
っ
て

環
境
行
政
の
充
実
を
願
っ
て

も
否
定
で
き
な
い
。
緑
を
守
り
、

育
て
る
サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

!
雨
水
貯
留

槽
の
設
置
の
ア
ピ
ー
ル
と
併
せ
て

し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
校
長
会
な

ど
で
も
投
げ
か
け
て
い
き
た
い
。

　

環
境
部
長　

!
検
討
し
た
い
。

!
緑
を
育
て
る
部
分
は
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
で
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
障
害
者
の
働
く

場
と
し
て
、
第
二
庁
舎
の
軽
食
堂

を
活
用
し
な
い
か
」
を
質
問
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

温
暖
化
対
策
が
急
が
れ
る
中
、

ま
ず
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
り
、
市
民
に
も
協
力
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
!
温

度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
環
境
行

動
と
し
て
、
雨
水
を
利
用
し
た
打

ち
水
を
し
な
い
か
。
市
民
に
も
市

報
等
で
広
く
呼
び
か
け
な
い
か
。

!
環
境
教
育
と
し
て
学
校
で
の
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
取
組
を
広
げ
な
い

か
。
!
市
役
所
前
の
照
り
返
し
が

き
つ
い
場
所
や
バ
ス
停
等
、
涼
し

い
夏
の
創
出
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

つ
く
ら
な
い
か
。
!
４
月
か
ら
環

境
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
開
始

し
た
が
、
清
掃
の
み
。
美
化
清
掃

で
考
え
る
管
理
が
、
関
東
タ
ン
ポ

ポ
や
カ
ン
タ
ン
が
生
息
す
る
草
木

等
の
貴
重
な
植
物
を
失
う
リ
ス
ク

温
暖
化
対
策
は
市
役
所
か
ら

温
暖
化
対
策
は
市
役
所
か
ら

雨
水
や
緑
の
活
用
を

雨
水
や
緑
の
活
用
を

る
か
は
話
し
合
い
次
第
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

地
権
者
の

総
意
が
市
の
方
針
と
違
っ
て
く
れ

ば
市
の
方
針
は
進
ま
な
く
な
る
。

■
そ
の
他
に
、
!
育
児
の
支
援
ヘ

ル
パ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
!
子
育

て
の
電
話
相
談
体
制
に
つ
い
て
!

乳
幼
児
の
予
防
接
種
の
会
場
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
!
幼
稚
園
が

市
内
北
西
部
で
相
次
い
で
廃
園
す

る
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

!
市
の
方
針
を
受
け
都
市
再
生

機
構
が
作
成
し
て
地
権
者
に
示
し

た
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
第

二
地
区
の
図
面
で
は
、
低
層
部
に

店
舗
が
入
り
、
図
書
館
が
入
り
、

そ
し
て
市
役
所
が
入
る
、
雑
居
ビ

ル
の
よ
う
な
市
庁
舎
が
入
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
市
庁
舎
の
位
置

の
変
更
は
市
議
会
の
３
分
の
２
の

議
決
が
必
要
。　

万
市
民
の
市
役

１１

所
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
を
、

議
会
に
も
報
告
し
な
い
で
進
め
る

の
は
お
か
し
い
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

地
元
で
話

し
合
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ

る
。
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
議

会
に
出
し
た
い
。

　

!
市
庁
舎
を
入
れ
る
の
は
市
の

方
針
。
地
権
者
が
そ
れ
を
採
用
す

再
開
発
第
二
地
区
の

再
開
発
第
二
地
区
の

市
庁
舎
建
設
は
や
め
よ

市
庁
舎
建
設
は
や
め
よ

既存ビルがある第二地区

市民の足として親しまれるココバス

事
業
資
金
に
つ
い
て
は
審
議
会
の

意
見
を
聞
い
て
調
査
・
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

　

!
コ
コ
バ
ス
北
東
部
循
環
に
つ

い
て
、
梶
野
町
一
、
二
丁
目
へ
の

路
線
変
更
な
ど
の
改
善
と
、
中
央

線
高
架
完
成
後
の
路
線
検
討
の
中

で
北
東
部
の
二
ル
ー
ト
化
も
含
め

た
抜
本
的
な
検
討
を
求
め
る
。
ま

た
停
留
所
の
地
図
の
改
善
、
ベ
ン

チ
、
屋
根
の
設
置
を
要
望
す
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

高
架
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
地
図

は
事
業
者
の
方
と
調
整
中
で
対
応

で
き
れ
ば
し
て
い
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

!
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
大
や

預
金
ゼ
ロ
世
帯
の
急
増
な
ど
格
差

と
貧
困
が
広
が
る
中
、
原
油
高
騰

の
影
響
で
市
民
生
活
は
さ
ら
に
大

変
に
な
っ
て
い
る
。
一
昨
年
来
の

庶
民
増
税
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
実
施
で
特
に
高
齢
者
の
生
活
は

切
実
な
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
民
税
減
免
制
度
の
減
免
規
定
を

生
活
実
態
に
即
し
て
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

策
の
強
化
を
求
め
る
。
ま
た
、
中

小
零
細
業
者
の
支
援
の
た
め
、
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
施
や
小

口
事
業
資
金
融
資
斡
旋
制
度
の
緊

急
資
金
の
対
象
に
原
油
高
の
影
響

も
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

経
済
課
長　

商
工
業
者
の
声
を

聞
き
実
態
把
握
に
努
め
る
。
小
口

市
民
の
く
ら
し
と
営
業
へ

市
民
の
く
ら
し
と
営
業
へ

の
支
援
強
化
を

の
支
援
強
化
を

!
給
食
の
地
場
野
菜
品
目
の
増
を
。

　

環
境
部
長　

!
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
で
検
討
。

!
再
生
紙
偽
装
問
題
の
暫
定
措
置

解
除
に
合
わ
せ
て
改
正
。

　

建
築
営
繕
課
長　

!
検
討
す
る
。

　

管
財
課
長　

!
入
札
時
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
取
得
業
者
に
加
算
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
給
食
室
設

備
な
ど
難
し
い
が
再
検
討
す
る
。

!
市
内
農
家
は
少
量
多
品
目
生
産

の
た
め
難
し
い
が
検
討
す
る
。

■
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
予
測
は　

万
!
で
市
施
設

１２０

全
て
の
約
４
分
の
１
と
判
明
し
た
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
私
も
参

加
す
る
み
ど
り
三
多
摩
と
い
う
グ

ル
ー
プ
が
自
治
体
の
環
境
政
策
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て
発

表
し
た
。
小
金
井
市
は　

・
５
点

６２

で
４
位
。
ご
み
減
量
、
水
環
境
保

全
は
ト
ッ
プ
だ
が
、
森
林
保
全
、

企
業
の
取
り
組
み
推
進
、
学
校
給

食
は
平
均
以
下
。
こ
れ
ら
の
改
善

に
取
り
組
ま
な
い
か
。
!
コ
ピ
ー

紙
使
用
削
減
の
数
値
目
標
を
。
!

生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
熱
帯

雨
林
保
全
の
た
め
熱
帯
材
使
用
の

抑
制
を
。
!
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
再
生
紙
古
紙
配
合
率

　

％
を　

％
に
戻
さ
な
い
か
。
!

７０

１００

企
業
へ
の
働
き
か
け
が
な
い
。
回

答
ミ
ス
か
。
!
食
糧
自
給
率
ア
ッ

プ
の
た
め
米
飯
給
食
の
回
数
増
を
。

三
多
摩
エ
コ
ラ
ン
キ
ン
グ

三
多
摩
エ
コ
ラ
ン
キ
ン
グ

総
合
４
位
を
受
け
て

総
合
４
位
を
受
け
て



平成２０年（２００８年）８月１２日発行－７－　　（２１６号） 議 会 だ よ り

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席　!欠席（忌引のため）
付　
　

託　
　

先

請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果 会派名（人数）　※議長は除く

民
主
党
市
民　

!

改

革

連

合　

!

小
金
井
民
主
党　

!

日
本
共
産
党　

!

公　

明　

党　

!

み
ど
り
の
風　

!

自

由

民

主　

!要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　名

不採択×××××××ご
燃やすごみの減量を市民の協力の成果と考え、広域支援委託処理費減少
額分を特別会計として計上し、ごみ減量奨励金として町会宛に交付を求
めるもの

ごみ減量奨励金（仮称）を町会宛に交付を求
める陳情書

採択○○○○○○○総地方自治法第１７９号第１項の長の専決処分に関する規定の改正に伴い、改
正後にいかなる運用の変化があったのか等を明らかにするよう求めるもの

専決処分制度の改正に伴う同制度の小金井市
における運用に関する陳情書

採択○○○○３
－１○○○４

×１建市民憲章にちなみ高齢者ならびに弱者に考慮し、まちにベンチの設置を
求めるもの市民憲章に関する陳情書

採択○○○△３
－１△○１

×４○総来年度より特別会計を一般会計と同様に内閣の指導のもとで国会で審査
してほしい意見書を政府・国会・各省庁へ提出することを求めるもの

４６０兆円を超える特別会計を徹底的に監査し無
駄な支出部分の一般財源化を求める陳情書

採択○○○○３
－１○○○厚すべてのウイルス肝炎患者・感染者に対し、治療・療養支援と新たな総合対

策を求めるために、政府関係機関へ意見書を提出することを求めるもの
「肝炎問題の早期全面解決と新たなウイルス
肝炎総合対策の推進を求める」陳情書

趣旨採択○○○○３
－１○○○総市は市民のために仕事をしていることを十分に認識の上、心のこもった

対応をするよう求めるもの
市に対して市民に心のこもった適切な対応を
求める陳情書

採択○○○○３
－１○○○建

都市計画道路３・４・１１号線の一部区間の整備について、車輌の円滑な
通行に寄与するだけでなく、地域の特性と現状を踏まえた上で、地域にも
寄与する道路として整備されること等を求めるもの

都市計画道路３・４・１１号線の整備に対する
地元要望の実現に向けた協力及び支援に関す
る陳情書

採択○○○○３
－１○○○建

市役所本庁舎などの市施設において、壁面緑化及び屋上緑化等の地球温
暖化対策をし、民間施設においても同様の取組が進むよう市報等でＰＲ
するよう求めるもの

地球温暖化対策で市役所本庁舎などの屋上・壁
面緑化等を求める陳情書

不採択○××○３
－１×○×駅市民交流センターの取得に関して土地単価の設定根拠や容積率の消化率

の情報等について明らかにするよう求めるもの市民交流センターの取得価格に関する陳情書

不採択○××○３
－１×○×駅

武蔵小金井駅南口再開発事業について、清算時手続の法令上の枠組みに
ついて明らかにし、都市再生機構が施行した実績事例の資料を入手し分
析するよう求めるもの

都市再生機構施行再開発事業の事業完了時の
清算手続に関する陳情書

不採択○××○３
－１×○×駅駅前にハコモノを並べる行政をこれ以上続けず、財源はごみ処理に優先

的に充当し、責任あるごみ処理行政の確立を求めるもの

駅前にハコモノを並べるのではなく、その立
地は適切なものとし、ごみ処理に責任を持つ
行政を確立することを求める陳情書

付託先略称　総：総務企画委員会　　　厚：厚生文教委員会　　　建：建設環境委員会
　　　　　　駅：駅周辺整備調査特別委員会　　　ご：ごみ処理施設建設等調査特別委員会

閉会中の委員会日程及び審査案件

議会運営委員会

　平成２０年７月１０日!午後１時
▲公明党・和田市議による陳情者への陳情書取
り下げ強要事件についての調査と再発防止を
求める陳情書

▲請願書や陳情書に関する議員の資料要求に関
する陳情書

▲請願書・陳情書の願意の解釈に関する陳情書
▲議会運営に関する議長の諮問事項について
　平成２０年８月２７日!午後２時
!次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議
日割等、議会運営に関する調査

!議会の会議規則、委員会条例等に関する調査
!議会運営に関する議長の諮問事項について

総務企画委員会

　平成２０年８月４日!午前１０時
▲再任用職員（市職員ＯＢ）の給料１６％引き上
げの撤回を求める陳情書

▲尖閣諸島にレーダー施設の建設を求める陳情
書

▲市長室に持ち込まれる文書類のきちんとした
管理を求める陳情書

▲審議会等の公募委員の募集は十分余裕がある
期間をもって行うことを求める陳情書

▲市民待望の中央線高架化完成後に、武蔵小金
井駅付近の高架下に市政センターを設置する
ことを求める陳情書

▲市施設内に開業する飲食店等は、例外なく公
募の上、適切な競争原理を作用させて選定し
ていただくことを求める陳情書

▲「家族・家庭の日」を１２月２４日にして、国民
の祝日に加えることを求める意見書の提出を
お願いする陳情書
▲来年３月執行の市議会議員選挙の選挙公報に
関する陳情書

▲市役所第二庁舎の賃貸借契約は、新庁舎確保
に伴い打ち切ること等を求める陳情書
▲公明党の和田市議が、調布市民から提出され
た要望書の送達手段をあれこれ詮索するに至
った経過を解明することを求める陳情書
▲パブリック・コメント手続の運用に関する陳
情書

ごみ処理施設建設等調査特別委員会

　平成２０年８月６日!午前９時
▲ジャノメミシン工場跡地を焼却場候補地（案）
から外す事をお願いする陳情書
▲蛇の目ミシン跡地への焼却場建設計画の白紙
撤回を求める陳情書
▲可燃ゴミ脱焼却１０年実行計画早期策定に関す
る陳情書
▲焼却によらない可燃ごみ処理方式の導入を求
める陳情書
▲二枚橋焼却場敷地内の「埋蔵灰」に関する陳
情書
▲蛇の目跡地への新ゴミ処理場建設の反対と新
候補地選定を求める陳情書（同趣旨２件）
▲一部市民にのみ可燃物処理公害を押しつけな
いことを求める陳情書
▲ごみ処理施設建設及びごみ対策に係る諸問題
の調査

駅周辺整備調査特別委員会

　平成２０年８月７日!午前１０時
▲市民の８５％が月に一度も市役所に行かない中、
なぜ駅前に市役所庁舎が要るのか、市長及び
議員の説明を求める陳情書
▲中央線連続立体交差化及び駅周辺開発に係る
諸問題の調査

厚生文教委員会

　平成２０年８月２２日!午前１０時

▲国連子どもの権利条約と日本国内の取り組み
について市議会として研究をしていただくこ
とを求める陳情書
▲「小金井市子どもの権利に関する条例」の早
期提案を求める陳情書
▲介護労働者の人材確保に関する陳情書
▲「小金井市子どもの権利に関する条例」の再
検討スケジュールとその必要な理由を市長に
明らかにしていただくことを求める陳情書
▲「小金井市子どもの権利に関する条例」に
「子どもの役割・責務」を求める根拠を明ら
かにし、その再検討を求める陳情書
▲図書館の開館時間を遅くとも朝９時からとし、
夜間開館も拡大していただくことを求める陳
情書
▲小金井市高齢者入院見舞金支給条例

建設環境委員会

　平成２０年８月２６日!午前１０時
▲都立公園の新名所として生け垣による緑の大
型迷路を設置することを求める陳情書

行財政改革調査特別委員会

　平成２０年８月２６日!建設環境委員会終了後
▲行財政改革調査特別委員会の調査事項に関す
る陳情書
▲学校給食調理業務の民間委託を小学校９校で
も実施することを求める陳情書
▲行財政改革調査特別委員会の調査事項に関連
して図書館の人員配置・シフト・給与等の検
証を求める陳情書
▲行財政改革調査特別委員会の調査事項に関連
して、来年度から学童保育の保育時間の延長
を求める陳情書
▲行財政の改革を推進することに係る諸問題の
調査

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

駅
前
一
等
地
文
化
ホ
ー
ル
が
建

つ
再
開
発
１
!
３
街
区
の
容
積
率

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
得

価
格
に
関
す
る
陳
情
書

は　

％
で
あ
る
が
、
実
際
に
使
わ

５００
れ
る
の
は　

％
で
あ
り
、　

％
も

２７７

２２３

容
積
を
余
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
た

め
小
金
井
市
負
担
・
市
民
負
担
の

大
幅
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し

か
も
、
１
!
３
街
区
の
土
地
単
価

は
平
米　

万
円
で
、
蛇
の
目
跡
地

１０４

は
平
米　

万
円
で
あ
る
か
ら
、
実

４３

に
４
・　

倍
も
の
土
地
代
の
負
担

３３

と
な
る
。
そ
の
こ
と
を
議
員
全
員

が
市
民
に
説
明
す
る
こ
と
を
求
め

る
本
件
陳
情
書
に
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
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民
主
党
市
民 
!

改
革
連
合 
!

小
金
井
民
主
党 
!

日
本
共
産
党 
!

公　

明　

党 
!

み
ど
り
の
風 
!

自
由
民
主 
!要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　名

原案
可決○×○○×○×

７５歳という年齢で医療に制限を加え、差別するなど許されない。人倫の道にもとり、医療制
度や社会保険の根幹を否定する制度である。よって、小金井市議会は、国会及び政府に対し、
「後期高齢者医療制度」を直ちに廃止し、医療に使う国の予算を増やし、高齢者・国民が安
心して医療が受けられるようにすることを要望する。

高齢者に負担増と差別医療を強いる
後期高齢者医療制度の廃止を求める
意見書

原案
可決○△○○３

－１△○△

猪瀬副知事は、調布飛行場の「ジェット化」を提唱し、滑走路の延長に言及した。調布飛行
場は「ジェット化はしない」との条件が地元と取り決められており、副知事発言は看過でき
ない。小金井市は、航路下に住宅が密集している。よって都知事に対し、調布飛行場のジェ
ット化を行わないこと、を求めるものである。

調布飛行場のジェット化に反対する
意見書

原案
可決○○○○３

－１○○４
×１○

子宮頸がんの死亡率は高く、毎年約８，０００人が子宮頸がんと診断され、約２，５００人が亡くな
っている。!子宮頸がん予防ワクチンの早期承認に向けた審査をすすめること、!ワクチン
が承認された後は接種への助成を行うこと、!ワクチン開発・製造等のあり方に関して必要
な対応を行うこと、を政府に対し強く要望する。

子宮頸がん予防ワクチンに関する意
見書

原案
可決○○○○３

－１○○○

近年、レアメタルを含む非鉄金属の確保には懸念が生じている。携帯電話にはリチウム・イ
ンジウム等が含まれており、使用済み電話は、適切な処理と回収が期待されている。そこで、
買い換え・解約時において販売員からリサイクルの情報提供を行うことを定めるなど、必要
な法整備を行うこと等を政府に対し強く求める。

携帯電話リサイクルの推進を求める
意見書

原案
可決×○×○３

－１○×○

国内で上映される映画のうち「洋画」についてはほとんど日本語の字幕が付いているが、「邦
画」の場合はほとんど付いていない。聴覚障害者は字幕のない日本映画を楽しむことができ
ない。情報バリアフリー化のため、日本映画や日本語映像ソフトコンテンツへの字幕付与を
義務付けること等を早急に実施するよう強く要望する。

日本映画への字幕付与を求める意見
書

原案
可決○×○○３

－１×○×

原油価格の高騰により、国民生活に大きな影響が出ている。!便乗値上げの監視を強化する
など緊急対策を行うこと、!中小業者、漁業者などへの緊急減税措置を講ずること、!燃料
費の上昇分等を中小・下請業者に押しつけないよう指導し、緊急融資制度を創設すること、
!原油高騰問題戦略本部を設置し、対策を講ずること。

原油高騰への政府の緊急対策を求め
る意見書

原案
可決○×○○３

－１×○×

国が介護保険の給付費を更に抑制する試算は、高齢者介護を根底から破壊するものと言わざ
るを得ない。介護を受ける人の生活と権利を守り、支える人も安心できる制度に改めること
こそ、政府がやるべきことである。安心して公的介護が受けられるようにするとともに、国
庫負担を削減せず、充実することを求める。

よりよい介護保険制度のために国庫
負担の充実を求める意見書

原案
可決○△○○３

－１×○×

日本の大学学費は、世界一高いと言っても過言ではない。経済的な理由で進学を断念したり
学業が続けられなくなる事態が相次ぐ、大きな原因である。欧米の多くの国では、学費を徴
収していない、もしくは低額にとどめている。教育を受けることは基本的人権の一つで、経
済的理由で妨げられるべきではなく本意見書を提出する。

大学学費の負担軽減を求める意見書

原案
可決○○○○３

－１○○○

日本の食料と農業は新たに深刻な危機に直面している。食料自給率は３９％に低下し、食料を
めぐる国際情勢が激変していることも事態をいっそう深刻にしている。農業は国民の生命を
支える食料の安定供給の土台そのものであり、国土や環境の保全などの役割を果たしてい
る。食料自給率を５０％にする中で、長期計画をたて実現させるべきである。

食料自給率向上を求める意見書

原案
可決○○○○３

－１○○○３
△２

日本では毎年１６万人の親が離婚によって未成年者の自分の子どもと生き別れになっている。
離婚は婚姻関係の解消であって親子関係の断絶ではない。離婚しても豊かな親子の交流がで
きるよう、連絡調整サービスを行う団体への支援や父母教育プログラムの提供などの公的な
支援体制の整備と、面接交渉の法制化を求める。

離婚後の親子の面接交渉の法制化と
支援を求める意見書

原案
可決○○○○３

－１○○○

我が国にはＣ型肝炎患者が２００万人、Ｂ型肝炎患者が１５０万人もいるといわれ、その大半が輸
血、血液製剤の投与、予防接種における針、筒の不交換などの不潔な医療行為による感染、
すなわち医原性によるものといわれている。患者救済のための新法もごく一部の患者しか救
済しない。政府はすべての患者を救済する総合対策に取り組むべきである。

肝炎問題の早期全面解決と新たなウ
イルス肝炎総合対策の推進を求める
意見書

原案
可決○○○△３

－１△○○

国会議員のチェックが及ぶのは一般会計予算についてであって、特別会計は聖域と化してい
る。巨額にのぼる特別会計の使途が官僚の恣意に委ねられ、天下り法人やそれに群がる官
僚・政治家に使い回されたのでは、国民の立つ瀬はない。よって、一般会計同様、特別会計
も国会で審査、監査ができるよう制度改正を講じるべきである。

国の特別会計を徹底的に調査し、無
駄な支出部分の一般財源化を求める
意見書

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。

市 議 会 議 員 名 簿
ＦＡＸ番号電話番号住　　所会　　派氏　　名議席番号

０９０－８５０６－３７３３前原町２－２４－６自 由 民 主 ク ラ ブ露 口 哲 治１

３２２－９４９３３２２－９４９３貫井北町３－１３－１４自 由 民 主 ク ラ ブ高 木 真 人２

３８４－３４０１３８４－３４０１貫井南町４－１３－９自 由 民 主 ク ラ ブ遠藤百合子３

３８６－５５６０３８６－５５４３本町６－１３－１７－７０２
サンライズ武蔵小金井小金井市議会民主党村 山 秀 貴４

３０１－６２６９３８３－９９６５梶野町５－８－２０小金井市議会民主党宮 崎 晴 光５

３８１－５０７４０９０－３３４５－６９２９貫井北町１－１２－１－５０２
グランシティ武蔵小金井み ど り の 風渡 辺 大 三６

３８８－０１０５３８８－０１０５本町１－４－１６－５０１
武蔵小金井ヒルズみ ど り の 風小 山 美 香７

３８６－１５０３３８６－１５０３緑町５－１９－１４－６０５
武蔵小金井フラワーホームみ ど り の 風漢 人 明 子８

３８４－４１２８３８４－４１０６本町５－４－３４自 由 民 主 ク ラ ブ中 根 三 枝９

３８３－５８８４３８３－５８８４中町３－２３－１８自 由 民 主 ク ラ ブ伊 藤 隆 文１０

３０１－９８８２３０１－９８８２貫井南町４－１８－３小金井市議会公明党宮 下　 誠１１

３８４－３８１２３８４－３８１２中町３－２３－１９小金井市議会公明党紀 由 紀 子１２

３８１－６９８８３８１－６９８８貫井南町３－１０－１小金井市議会民主党小 川 和 彦１３

３８２－０９１１３８２－０９１１前原町５－２０－３２（１６）民主党こがねい市民会議斎 藤 康 夫１４

３０６－９５０３３０６－９５０３緑町２－５－５３
ＹＭＳレジデンスＢ２０７み ど り の 風青木ひかる１５

３８３－１２４５３８３－１２４５中町４－８－３－１０１
コーポ夫馬み ど り の 風野見山修吉１６

３０４－８８８３３８５－１２２４本町４－１３－９改 革 連 合篠原ひろし１７

３８４－９９２０３８４－９９２０本町３－８－９－３１２
ニュー小金井マンション改 革 連 合五十嵐京子１８

３２５－０６２７貫井北町５－１９－８小金井市議会公明党鈴 木 洋 子１９

３８４－８４２５３８４－８４２５緑町４－１２－１６－６－５０４
グリーンタウン小金井小金井市議会公明党和 田 茂 雄２０

３８８－８５０２０９０－３００９－９３８７貫井北町３－３３－３－２０７
ルミナス武蔵小金井日本共産党小金井市議団関 根 優 司２１

３８６－０４０４３８６－０４０４貫井南町４－２０－３１日本共産党小金井市議団板 倉 真 也２２

３０１－９５２１３０１－９５２１東町５－１７－９日本共産党小金井市議団水 上 洋 志２３

３８３－０５１４３８３－０５１４東町５－１４－１０日本共産党小金井市議団森 戸 洋 子２４

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
公
共
的
な

情
報
や
公
共
的
施
設
・
交
通
機
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
人
権
問
題
だ
。

　

し
か
し
芸
術
作
品
の
製
作
者
や

表
現
者
に
強
制
す
べ
き
で
は
な
い
。

映
画
は
映
像
、
台
詞
、
音
楽
な
ど

に
よ
る
総
合
作
品
だ
。
字
幕
付
与

に
は
大
変
な
労
力
や
経
費
を
伴
い
、

義
務
化
さ
れ
れ
ば
多
く
の
作
品
が

違
法
状
態
と
な
る
。
業
界
で
も
一

定
の
努
力
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早

急
な
国
の
財
政
的
支
援
措
置
こ
そ

必
要
だ
。
安
易
な
字
幕
付
与
の
義

務
づ
け
は
表
現
の
自
由
の
侵
害
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

し
ょ
う
ゆ
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
生

活
必
需
品
が
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

漁
協
関
係
者
が
操
業
休
止
す
る
事

態
で
あ
る
。
穀
物
や
原
油
が
高
騰

す
る
の
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な

ど
の
膨
大
な
投
機
資
金
が
原
油
市

場
や
穀
物
市
場
に
大
量
流
入
し
て

い
る
か
ら
だ
。
今
必
要
な
こ
と
は

政
府
が
、
原
油
高
騰
で
影
響
を
受

け
て
い
る
業
者
を
は
じ
め
、
学
校

給
食
な
ど
に
対
し
積
極
的
に
支
援

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
原
油
高
騰
の
原
因
で
あ
る
投
機

マ
ネ
ー
の
規
制
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

経
済
的
な
理
由
で
、
進
学
を
あ

き
ら
め
た
り
学
業
の
継
続
を
断
念

す
る
事
態
が
相
次
い
で
い
る
。
日

本
の
大
学
学
費
は
世
界
一
と
も
言

え
る
高
さ
で
、
こ
う
し
た
事
態
の

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
欧

米
の
多
く
の
国
で
は
授
業
料
は
無

料
で
あ
る
。
日
本
の
高
等
教
育
へ

の
財
政
支
出
は
先
進
国
の
中
で
も

最
低
レ
ベ
ル
で
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
教
育
を
受
け
る
権
利
は

基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
り
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ

る
現
状
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
本
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

原
油
高
騰
へ
の
政
府
の
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書

日
本
映
画
へ
の
字
幕
付
与
を
求

め
る
意
見
書

大
学
学
費
の
負
担
軽
減
を
求
め

る
意
見
書


